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◆
本
学
と
看
護
を
通
し
た
モ
ノ
づ
く
り
に

つ
い
て

　

本
学
で
は
、
看
護
を
通
し
た
モ
ノ
づ
く
り
に

関
し
て
、
い
く
つ
か
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。
今
年
４
月
に
は
看
護
研
究
交
流
セ
ン

タ
ー
に
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
開
発
研
究
、
地

域
連
携
及
び
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
に
富
ん
だ
人

材
育
成
を
目
的
と
し
た
、
産
学
官
連
携
推
進

チ
ー
ム
を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
連
携
は
、
こ
れ
ま
で
一
部
の
教
員
と
企
業
と

の
個
別
の
関
係
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

後
は
大
学
全
体
と
し
て
よ
り
組
織
的
な
取
り
組

み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

今
年
度
の
動
き
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆H
allow

の
発
足

　

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
の
質
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
今
ま

で
に
な
か
っ
た
〝
モ
ノ
づ
く
り
〞
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
様
々
な
立
場
の
人
が

関
わ
り
、
対
話
を
通
じ
て
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
考
え
、
実
際
に
も
の
を
つ
く
っ
て
み
る
と
い

う
新
し
い
試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

H
appiness Long Life O

pen -innovation 
W
orkshop

（H
allow

）
〜
生
き
が
い
の
あ
る

く
ら
し
を
創
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜
で
、
日
本
文
理
大
学
・
大

分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
・
大
分
県
立
看
護

科
学
大
学
・
医
療
法
人　

敬
和
会
大
分
東
部
病

院
の
主
催
に
よ
り
、
平
成
28
年
５
月
よ
り
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
５
回
、
大
分
県
立
芸
術
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
実
際
に
病

院
な
ど
の
現
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
〝
モ
ノ
づ
く

り
〞
に
関
す
る
要
望
を
聴
き
取
り
、
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
、
試
作
し
、
改
良
し
、
現
場
で
の
使
い

勝
手
を
聴
く
と
い
う
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
本
学
か
ら
は
、
３
年
次
生
の
大
塚
奈
々
さ

ん
、
舛
友
里
奈
さ
ん
、
大
学
院
生
の
池
田
飛
鳥

さ
ん
、
髙
橋
博
之
さ
ん
、
川
村
弘
樹
さ
ん
、
平

井
和
明
さ
ん
の
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

看
護
の
現
場
に
は
慣

れ
て
い
る
本
学
参
加
者

も
、
異
分
野
の
学
生
や

企
業
人
で
あ
る
チ
ー
ム

メ
イ
ト
が
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
設

計
し
、
素
敵
に
デ
ザ
イ

ン
し
た
り
、
そ
れ
が
次

回
ま
で
に
試
作
さ
れ
て

形
に
な
っ
た
り
す
る
経

験
は
初
め
て
で
、
驚
き

の
連
続
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
最
終
回
の
９
月

17
日
に
は
、
３
大
学

の
学
長
も
同
席
す
る
中
、
身
体
が
不
自
由
な
方

の
た
め
の
用
具
な
ど
の
作
品
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
既
に
10
月
22
日
よ
り
第
２
期
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
始
ま
っ
て
お
り
、
継
続
し
た
取
り

組
み
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
情
報
交
流
会

　

８
月
22
日
に
は
、
今
春
東
京
大
学
で
総
長
賞

を
受
賞
し
た
野
寄
修
平
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、

看
護
を
通
し
た
モ
ノ
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
野
寄
さ
ん
は
大
分
市

出
身
で
、
東
京
大
学
医
学
部
健
康
総
合
科
学
科

看
護
科
学
専
修
を
卒
業
な
さ
い
ま
し
た
。
卒
業

研
究
と
し
て
、
超
音
波
画
像
を
応
用
し
て
看
護

師
の
採
血
を
支
援
す
る
装
置
を
開
発
し
た
こ
と

に
よ
り
、「
卒
業
論
文
研
究
奨
励
賞
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
工
学
系
か
ら
看
護

学
へ
進
学
な
さ
っ
た
動
機
や
、
開
発
に
あ
た
っ
て

の
苦
労
な
ど
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
看
護
学
と
モ
ノ
づ
く
り
の
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

12
月
18
日
に
は
大
分
県
看
護
研
修
会
館
に

て
、
医
療
看
護
介
護
機
器
開
発
に
関
心
の
あ
る

企
業
、
医
療
機
関
、
大
学
、
行
政
関
係
者
な
ど

を
対
象
に
、
看
護
学
と
モ
ノ
づ
く
り
の
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
主
催
は
本
学

と
、
大
学
等
に
よ
る
「
お
お
い
た
創
生
」
推
進

協
議
会
で
す
。
講
師
の
真
田
弘
美
教
授
（
東
京

大
学
）
は
、
看
護
理
工
学
会
理
事
長
と
し
て
、

看
護
現
場
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
モ
ノ
づ
く
り
へ
と

発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、「
看
護
学
に
お
け
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
―
療
養
生
活
支
援
と
モ
ノ
づ
く
り

―
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
本
講

演
の
他
に
も
、
大
学
・
病
院
・
企
業
等
の
立
場

か
ら
の
経
験
や
期
待
を
語
り
合
う
予
定
で
す
。

こ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
意
識
が
県
内
で
掘
り
起

こ
さ
れ
、
い
っ
そ
う
醸
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
ほ
か
に
も
、
大
分
県
医
療
ロ
ボ
ッ

ト
・
機
器
産
業
協
議
会
の
専
門
部
会
長
に
影
山

セ
ン
タ
ー
長
が
就
任
す
る
な
ど
、
各
方
面
と
連

携
し
て
、
看
護
を
通
し
た
モ
ノ
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
大
学
の
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
地
域
貢

献
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

看
護
を
通
し
た
モ
ノ
づ
く
り
に
関
す
る

本
学
の
取
り
組
み
と
そ
の
状
況

Hallow 産官学民医連携 生きがいのあるくらしを創る
オープンイノベーションワークショップに参加した感想

川村 弘樹
博士課程（前期）1年次生（NPコース）

　私が大学院の修士論文のテーマを模索してい
た頃、「モノづくり」や「産官学」、Hallowにつ
いて何も知らなかった。研究テーマを明確にす

るきっかけになるという思いや周囲の先生方から役に立つ知識
や経験が得られるからと勧められHallowに参加した。今思うと
看護師として臨床で就業していた頃、「何かものを作りたい」や
「こういうものがあれば便利なのに」といった思考を巡らせた
ことは殆どなかった。
　Hallowを通してアイデアを出す、デザインを考える、物を作
る等のプロセスを学ぶことができ、チームで実際に「モノづくり」
を行うことができた。私が所属していたチーム員は病院勤務の
理学療法士、工学部の学生、芸文短大の学生、民間企業の経営
者と様々である。チームで「誰もが簡単に使えて便利な物を作る」
という目標を掲げ、日常生活で不便に感じている事象について
話し合った。チーム員の専門的な視点や意見を出し合い、結果、
感知センサーを用いて自動でウエットティッシュを簡便に取り
出すことができる容器（Wet×lessと命名）の開発に向けて着手
することができた。実際にプロトタイプが作成できたが、完成
まではほど遠い。しかし、多くの課題を発見し再確認すること
ができた。今はチーム独自で開発を試みている段階である。
　今回、Hallowに参加したことで普段出会うことができない職
種の方や学生と出会うことができ、共同で「モノづくり」に取り
組むことができた。今後、あらゆる看護場面で「モノづくり」に
活用することができないかという意識変容のきっかけとなった。
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新
し
い
看
護
と
人
間
科
学
を

融
合
さ
せ
た
演
習
授
業
の
紹
介

生
体
構
造
・
機
能
論（
い
わ
ゆ
る
解

剖
生
理
学
）
と
生
活
援
助
論
を
融
合
し

た
合
同
演
習
が
生
体
科
学
研
究
室
・
基

礎
看
護
学
研
究
室
・
看
護
ア
セ
ス
メ
ン

ト
学
研
究
室
の
協
働
授
業
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

１
年
次
生
を
８
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
、
各
演
習
室
に
１
人
の
チ
ュ
ー
タ
ー

が
つ
き
、
事
例
シ
ー
ト
を
用
い
て
議
論

し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
毎
に
疑
問
点
や

到
達
し
た
考
え
方
を
発
表
す
る
、
い
わ

ゆ
る
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
授
業
を
、「
血

圧
」
と「
神
経
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
各
１

回
行
い
ま
し
た
。

学
生
は
、
こ
れ
ま
で
に
学
習
し
た
生

体
構
造
・
機
能
論
と
生
活
援
助
論
の

知
識
を
駆
使
し
て
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
て
、
発
表
す
る
段
階
に
た
ど
り

着
い
た
よ
う
で
す
。
我
々
教
員
に
と
っ

て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
試

み
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
無
記
名
で

行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
参
加
学
生
が

楽
し
い
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
チ
ュ
ー
タ
ー
を
務
め
た
全
教
員
も

楽
し
か
っ
た
と
感
想
を
述
べ
て
お
り
、

学
生
と
教
員
が
一
体
と
な
っ
た
生
体

構
造
・
機
能
論
の
授
業
が
行
わ
れ
た
と

実
感
し
た
次
第
で
す
。

更
に
、
生
体
構
造
・
機
能
論
の
期
末

試
験
も
グ
ル
ー
プ
学
習
の
内
容
か
ら

出
題
し
た
結
果
、
例
年
よ
り
合
格
者
が

多
か
っ
た
の
も
喜
ば
し
い
成
果
で
し

た
。
来
年
度
以
降
も
、
他
の
研
究
室
の

先
生
方
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
ぜ
ひ

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
分
県
法
人
評
価
委
員
会
で「
S
評
価
」を
獲
得
！

　

平
成
28
年
度
大
分
県
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
業
務
実
績
に
対
す
る
評
価
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、「
全
体
と
し
て
年
度
計
画
を
順
調
に
実
施

し
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
、
特
に
「
大
学
の
教
育
研
究
等
の

資
質
向
上
に
関
す
る
目
標
」
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
教
育
の
取

組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
特
筆
す
べ
き
進
行
状
況
に
あ
る
と

し
て
「
Ｓ
評
価
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
業
務
運

営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
」、「
財
務
内
容
の
改

善
に
関
す
る
目
標
」、「
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
の
提
供

に
関
す
る
目
標
」
及
び
「
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
目
標
」

の
い
ず
れ
の
項
目
も
「
Ｓ
評
価
」
に
次
ぐ
、「
Ａ
評
価
」
と

い
う
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
今
後
も
、
大
分
県
の
看
護
学
教
育
・
研
究
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
地
域
の
保
健
医
療
へ

の
貢
献
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
業
務
運
営
の
改
善
及

び
効
率
化
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

大
学
院
入
試

　

８
月
27
日
、
平
成
29
年
度

大
学
院
入
試
を
実
施
し
ま
し

た
。
志
願
者
39
名
で
、
９
月

に
合
格
者
34
名
の
合
格
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
看
護
学
専
攻
実
践

者
養
成
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
地
域
枠
と
し
て
２

次
募
集
の
入
試
を
２
月
に

実
施
予
定
で
す
。

事例シートを用いたグループワークの感想

１年次生　姫野 ゆり

入学して半年が経ちました。看護に
ついて学び進めていけばいくほど、逆
に将来、命と向き合う大切な瞬間に適
切な処置を行うことができるのか不安

を感じてしまうようになりました。
そんな中、大学で事例シートを用いたグループワーク

が始まりました。患者さんのバイタルサインや症状など
のデータを基にグループで話し合い、病気の発生機序を
考えていくという学習です。グループで様々な視点から
話し合うと自分一人では思い及ばなかった案が出てきま
した。また、講義で学んだことや自分で調べたことを自
分の言葉で皆に説明することに恥ずかしさを感じること
もなく、皆の説明に傾聴し、理解しあう時間が楽しく感
じられるようになりました。原因・症状・疾患の情報が
一本の線として関連づけられ、理解できたときは本当に
嬉しかったです。家庭学習においても、今まで以上に疾
患に対して自分の力で探究することが少しずつできるよ
うになりました。
大学での学びを大切にして、先輩方のように臨機応変

な対応ができるよう、これからも探究心を忘れず、主体
的な学習を進めていきたいと思います。

グループワークの様子

発表の様子
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■ 体育館前の花壇に植栽しました
　６月16日（木）、本学後援会会長 早
瀬康信 様のご厚意により、体育館前
の花壇に「アガパンサス」という花を学
生、教職員とともに植栽しました。雑
草を抜いて、土を掘り起こし、ひと株
ひと株丁寧に植えました。
　「アガパンサス」は、南アフリカ原産
で６月下旬から７月上旬が見頃で、花
言葉は、「恋の訪れ」「ラブレター」「恋
の季節」「知的な装い」だそうです。
　また、10月には、アガパンサスだけ
では花を楽しめる期間が少なくて寂し
いのではと、更にサルビアとコバノラ
ンタナを追加して植栽しました。
　大学の入り口に咲いていますので、
通学、散歩の際にご観賞ください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ オープンキャンパス
　７月17日（日）、本学への進学を検討
している生徒やその家族、高校の進路
指導の教員等を対象にオープンキャン
パスを開催しました。講堂にて、大学
紹介、入試の概要説明、在学生によ

るメッセージと合格体験談の発表を行
い、参加者は熱心に耳を傾けていまし
た。その後は、模擬授業や看護演習の
体験や個別相談などを行いました。
　当日は県内外から387名の高校生や
保護者、学校関係者の方々にお越しい
ただき大盛況のうちに終了しました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 研究計画報告会・研究中間
　 報告会

　９月７日（水）に大学院修士１年次生
と博士１年次生による研究計画報告会
が、続く８日（木）には大学院修士２年
次生と博士２・３年次生、９月15日に
はNPコース１年次生による研究中間報
告会を行いました。発表はポスター発
表形式でした。
　発表した学生は他の学生や教員から
質問や助言を受けるなど、活発な議論
が交わされました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 公開講座「自殺予防対策と看
　 護職の役割」を実施しました

　９月17日（土）、ホルトホール大分に
て「自殺予防対策と看護職の役割」を
テーマに公開講座を開催しました。自
殺対策に積極的に取り組んできた豊後
大野市を代表して、豊後大野市役所市
民生活課健康推進室より保健師の甲斐
弘美様にご講演いただきました。また、
本学からは豊後大野市の自殺対策に協
力してきた影山隆之教授と、自殺未遂
者への看護について研究をしている杉
本圭以子講師が講演し、自殺予防対策
における看護職の役割について情報共
有を行いました。
　会場には高校生を含む約50名が参加
しました。講演後には活発な討議が行
われ、自殺予防対策への関心の高さが
うかがえました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 第18回看護国際フォーラム

　平成11年度から開催している看護国
際フォーラムが、今年度も公益社団法
人大分県看護協会の共催を得て、「認
知症の人と紡ぐ看護実践～今、私達に
求められる看護のチカラ～」をテーマ
に、10月29日（土）に別府ビーコンプラ
ザで開催されました。看護職をはじめ、
福祉関係など幅広い方々306名が、県
内外からご参加くださいました。
　今回は、アメリカ合衆国から認知症
高齢者ケアの専門家であるキャロル・
O・ロング先生、日本認知症ワーキン
ググループメンバーから吉田美穂先
生、のぞみメモリークリニック・NPO
法人認知症当事者の会から水谷佳子先
生、大分県福祉保健部高齢者福祉課
から吉田知可先生、国立研究開発法人
国立がん研究センター東病院から小川
朝生先生をお招きして、それぞれご講
演いただきました。
　認知症は現在の看護の現場で大きな
課題であり、総合討論では活発な意見
交換が行われました。



「初期体験実習」
　7月の初期体験実習では、実習に臨む前の実技試験で行っ
たことや今までに習った技術を臨床の場できちんと発揮でき
るのかなど、不安や緊張でいっぱいでした。また、自分たちが
今学んでいることはどのように医療の場で生かしていけるの
だろうかということにも重点を置き実習に臨みました。そして、
実際に看護の場を体験し様々なことを学ぶことができました。
　中でも、強く感じたのは看護師と周りの人たちの関係の大
切さを知ったことです。
　まず患者さんとの関係です。看護師は患者さんが治療に専
念できるよう環境を整えますが、回復に向けたサポートでは、
看護師が患者さんにすべてのことをしてあげるのではなく、患
者さんが自力でできること、できそうであることは本人に任せ
る、ということも大切なことであると感じることができました。
　つぎに、看護師同士や他の医療従事者との関係です。患者
さん1人に対し様々な医療従事者が関わってきます。そのなか
でリハビリや検査等の際に患者さんについての情報のやり取
りを正確に行うなど情報伝達の重要性、また職種間のつなが
りの大切さを知ることができました。
　臨床での体験を通して感じたこと、考
えたことから看護のイメージや今後の目
標を立てることができました。さらにこれ
らの考えたことをもとにこれからの学習
に生かしていきたいと思います。

１年次生　宮丸 佳子

「総合看護学実習」
　3年次の成人看護学実習でDNAR（患者・家族の希望で心肺蘇生をし
ない方針）の終末期の患者さんを受け持ちました。私は看護師の役割は
患者の病気を治して元気にすること、命をつなぐことであると考えていた
為、積極的な治療を中止している患者さんに対し何が出来るのか具体的
なイメージが想像できずに戸惑いました。また実習を振り返り、日常生活
援助以外にもっと患者さんに出来ることはあったのではないかと、もどか
しさのまま実習を終えました。この経験から、4年次最後の総合看護学実
習では、終末期看護の理解を深めたいと考えて、実習を行うことに決め
ました。
　受け持った患者さんは、既に病状や余命の告知を受けており、1人で考
え込んで涙を流す様子や「何も出来ないし、楽しみがない。」という訴えが
ありました。
　患者さんは、着物が好きで七夕の時期ということもあり、気分転換を図
ることを目的に、病室で一緒に帯結びを行ったり、折り紙で七夕の壁飾り
を一緒に作りました。患者さんは、「楽しいね。嬉しかった。家にいるような
感じがした。」と笑顔で生き生きとした様子で、その患者さんの姿を見て、
自分もとても嬉しく感じました。
　患者さんと関わっていく中で、私は自分が何かしたいや何が出来るかな
ど、自分を中心に関わろうとしており、患者さんのた
めに何かしたいという思いが気づかないうちに自分
のためになっていたように感じました。
　主体は患者さんであり、患者さんが何をしたいの
か、何をして欲しいのかを考えることが大事であると
感じ、患者さんから寄り添うということを学びました。

４年次生　河野佳乃子

看護学実習を終えて
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■ のつはるななせの里まつり

　11月６日（日）にみどりの王国（みど
りマザーランド）で開催された「第31回
のつはるななせの里まつり」に学生と
教職員が参加しました。本学のブース
では、広報委員会とCOCプロジェクト
による事業案内や、健康チェックと握
力チェックを行い、のべ800名以上の
方々にご参加いただきました。また、
お祭りの終盤に行われた駕籠かきレー
スには本学から５チームが参戦し、学
生チームが３位、教職員チームが特別

賞「衣装良いで賞」を受賞し、会場を盛
り上げました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 防災訓練を実施しました

　11月30日（水）に、防災訓練やAEDを
使用した心肺蘇生訓練、消火器使用訓
練を実施しました。防災訓練は、法に
定められているものですが、本年度は、
本学の有志学生を隊員とした大学生消
防応援隊（Oita-NHS-Team）が企画から
参加。当日も中心となって避難誘導や
学生の安否確認のための点呼を行いま

した。
　また、大学生消防応援隊の見守りの
もと、学生は各学年別に心肺蘇生法を
体験しました。
　学生の力を感じた防災訓練となりま
した。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 卒業研究発表会

　12月７日（水）、８日（木）の２日間に
わたり、４年次生76名による卒業研究
発表会が行われました。１年間かけて
まとめた研究内容を全員が一人ひとり
プレゼンテーションを行い、他の学生
や教員からの質問に答えました。最後
に学長が総括を行い、学生の努力をね
ぎらい、教員の指導に感謝しました。
　卒業研究で最も評価が高かった学生
には、卒業式後に行われる学生表彰に
おいて、実験研究部門、調査研究部門
から、それぞれ１名に優秀賞が贈られ
ます。



卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　平成26年に「特定行為に係る看護師の研修制度」が創設さ
れ、本学の大学院NPコースは国の指定研修機関です。この制
度で育成された看護師は、患者に必要な医療を医師の直接指示
を待たずに判断提供でき、看護師の役割拡大と言えます。しかし
そこには看護師がその責任を果たす倫理的基盤が必要です。大
会ではあらためて看護の役割と倫理的姿勢について考える場とし
たいと考えています。多くの皆様のご参加をお待ちしています。

日本看護倫理学会
第10回年次大会開催のお知らせ

【大会HP】http：//Jnea10th.umin.jp/ 【学術集会HP】http://jachn20.umin.jp/

テーマ：「看護の新たな歩みを支える倫理」
開催日：平成29年５月20日（土）、21日（日）
会　場：ホルトホール大分
大会長：小野美喜（成人・老年看護学研究室 教授）

　少子高齢化が進む日本では地域包括ケアが求められています。
社会のあり方が大きく変わる現在、これからの課題や展望を議論し
ていく必要があります。本学術集会では、次世代の地域包括ケア
を担う看護職の皆様の更なる発展に寄与することを願い、最新の
情報を入手できるように計画しました。多くの皆様と会場でお会い
できますよう、お待ちしています。

日本地域看護学会
第20回学術集会のお知らせ
テーマ：地域包括ケア時代の地域看護の新展開：
　　　　一歩前に進んで、つながり、地域ケアを創出する
開催日：平成29年8月5日（土）、6日（日）
会　場：別府国際コンベンションセンターB-Con Plaza
会　長：村嶋 幸代（本学 理事長・学長）
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私
は
、
昭
和
58
年
に
大
分
県
立
病
院
に
就

職
し
、
当
時
は
産
科
病
棟
や
大
分
県
で
初
め

て
開
設
さ
れ
た
新
生
児
医
療
室
に
勤
務
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
母
校
で
あ
る
大
分
県
立
厚

生
学
院
に
配
置
異
動
と
な
り
、
教
員
と
し
て

13
年
間
務
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
若
か
っ
た

私
は
教
育
の
難
し
さ
に
ぶ
つ
か
り
、
佛
教
大

学
文
学
部
教
育
学
科
へ
の
進
学
を
決
意
し
、

「
教
育
は
共
育
」だ
と
学
び
ま
し
た
。

平
成
14
年
、
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
と

県
立
病
院
と
の
交
流
人
事
で
、
大
分
県
立
看

護
科
学
大
学
基
礎
看
護
学
研
究
室
に
異
動
と

な
り
、
助
手
を
4
年
間
務
め
ま
し
た
。
こ

の
間
、
看
護
管
理
を
学
ぶ
た
め
ア
メ
リ
カ
の

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
関
連
病
院
へ
短
期
留
学

し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
他
国
の
医
療
事
情
を
前
に
、
日
本
は
ど

う
進
む
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
は
常
々
看
護
に
係
る

問
題
が
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
に
、
も
ど
か
し

さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
デ
ー
タ

の
調
査
方
法
や
分
析
力
を
身
に
つ
け
た
い

と
、
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
大
学
院
修
士

課
程
に
入
学
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
必
要
性
、

論
理
の
一
貫
性
な
ど
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

新
人
看
護
師
の
離
職
問
題
を
研
究
テ
ー
マ
に

取
り
組
み
、
修
了
後
は
大
分
県
内
で
多
く
の

講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
分
県
立
病
院
の
教
育
担
当
副

看
護
部
長
等
を
経
験
し
、
平
成
27
年
か
ら

は
大
分
県
立
病
院
副
院
長
兼
看
護
部
長
と
し

て
、
医
療
・
看
護
の
質
向
上
と
と
も
に
経
営

に
参
画
し
て
い
ま
す
。
当
院
は
今
年
１
３
５

年
の
歴
史
あ
る
病
院
で
す
が
、
看
護
職
が
副

院
長
の
ポ
ス
ト
を
得
た
の
は
、
私
で
4
代
目

で
す
。
看
護
部
は
こ
の
長
い
歴
史
の
な
か

で
、
常
に
医
療
や
看
護
の
質
を
追
求
し
、
病

院
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
は
入
院
期
間
が
11
日
と
短
期
化
し
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
在
宅
医
療
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
、
ま
す
ま
す
看
護
師
の
実

践
力
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に「
考
え
る
力
」「
伝
え
る
力
」は
重
要

で
す
。
看
護
師
は
、
患
者
が
納
得
で
き
る
だ

け
の
説
明
力
と
実
践
力
を
も
ち
、
医
師
や
他

職
種
と
協
働
し
つ
つ
、
チ
ー
ム
の
要
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
看
護
師
の
現
場
の
頑
張
り
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
私
自
身
も
さ
ら
に
伝

え
る
力
を
強
め
、
今
後
、
看
護
師
が
い
つ
ま

で
も
い
き
い
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
当
院
は
大
分
県
立
看
護
科
学
大

学
の
実
習
病
院
と
し
て
多
く
の
学
生
さ
ん
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
１
０
０
名
以

上
の
卒
業
生
が
就
職
し
、
当
院
の
看
護
を
支

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
未
来
あ
る

学
生
さ
ん
が
、
夢
を
も
ち
羽
ば
た
け
る
よ
う

な
実
習
先
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

私
は
平
成
21
年
に
本
学
を
卒
業
し
、
豊
後

大
野
市
民
病
院
に
看
護
師
と
し
て
就
職
し
ま

し
た
。
内
科
病
棟
に
勤
務
し
、
育
児
休
暇
復

帰
後
は
健
診
セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務
で
し
た
。

内
科
病
棟
で
は
、
糖
尿
病
や
脳
梗
塞
と
い
っ

た
生
活
習
慣
に
関
連
す
る
疾
患
を
抱
え
る
患

者
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
重
要
性
を
実
感
し
、
予
防
医
学
や

健
康
増
進
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
同
病
院
の
保
健
師
と

し
て
採
用
さ
れ
、
引
き
続
き
健
診
セ
ン
タ
ー

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

主
な
仕
事
は
、
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る

方
の
健
康
相
談
や
指
導
で
す
。
受
診
さ
れ
る

方
の
身
体
面
、
メ
ン
タ
ル
面
の
両
面
か
ら
健

康
相
談
に
応
じ
、
必
要
に
応
じ
て
治
療
を

勧
め
た
り
、
生
活
習
慣
や
食
習
慣
の
指
導
を

行
い
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
で
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
の
た
め
、
運
動

や
食
事
な
ど
の
生
活
習
慣
改
善
を
目
指
し
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
無
理
の
な
い

方
法
を
一
緒
に
考
え
て
い
ま
す
。

受
診
さ
れ
る
方
が
自
分
の
身
体
の
状
況
に

気
づ
き
、
改
善
に
向
け
て
行
動
し
、
そ
れ
が

成
功
し
た
喜
び
を
一
緒
に
喜
べ
る
こ
と
が
嬉

し
い
瞬
間
で
す
。

一
方
で
、
受
診
さ
れ
る
方
か
ら
の
質
問
や

相
談
で
は
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
、
病
気
や
そ
の
予
防
に
関

す
る
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
し

ま
す
が
、
看
護
師
時
代
の
臨
床
経
験
も
活
か

し
な
が
ら
、
受
診
さ
れ
る
方
一
人
一
人
に
対

し
て
丁
寧
に
心
を
こ
め
て
健
康
づ
く
り
の
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
日
々
仕

事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

保
健
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で

悩
む
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
共
に
悩
み
、
励

ま
し
合
え
る
最
高
の
同
僚
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
各
地
で
頑
張
っ
て
い
る
大

学
時
代
の
先
輩
、
同
期
、
後
輩
の
話
を
聞
く

た
び
に
私
も
頑
張
ら
ね
ば
と
、
と
て
も
励
み

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
の
健
康
づ
く
り

の
強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
れ
る
よ
う
、
保

健
師
と
し
て
の
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

大分県立病院
副院長兼看護部長

玉井　保子さん
（博士課程（前期）修了）

豊後大野市民病院
保健師

吉良　美季さん
（８期生）
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ヒ
ト
の
健
康
に
影
響
を
与
え
る
大
気

汚
染
物
質
の
一
つ
に
、
浮
遊
粒
子
状
物

質
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の

研
究
者
に
よ
り
浮
遊
粒
子
状
物
質
が
呼

吸
器
系
や
循
環
器
系
に
悪
影
響
を
与
え

る
と
言
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
妊
娠
し
て
い
る
母
親
が
高

濃
度
の
浮
遊
粒
子
状
物
質
を
吸
入
す
る

こ
と
で
子
宮
内
の
胎
児
発
育
が
遅
延
す

る
こ
と
、
早
産
、
低
出
生
体
重
児
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
、
胎
児
の
免
疫

発
達
へ
の
影
響
、
出
生
児
の
肺
機
能
障

害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
な
ど
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
近
年
、
日
本
で
不
妊
に
悩
む

カ
ッ
プ
ル
は
七
組
に
一
組
と
い
わ
れ
て

お
り
、
不
妊
の
原
因
と
し
て
女
性
側
に

起
因
す
る
要
因
の
ほ
か
、
男
性
側
に
起

因
す
る
要
因
、
両
性
に
起
因
す
る
要
因

が
あ
り
ま
す
。
男
性
不
妊
症
の
原
因
で

最
も
多
い
の
が
精
子
数
の
減
少
や
精
子

の
運
動
率
の
低
下
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
日
本
の
み

な
ら
ず
海
外
で
も
こ
こ
50
年
程
度
の
間

で
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ヒ
ト

の
遺
伝
的
な
要
因
で
は
な
く
環
境
因
子

に
よ
る
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
環
境
因
子
、

例
え
ば
大
気
汚
染
物
質
の
一
つ
で
あ
る

各
種
浮
遊
粒
子
状
物
質
に
よ
る
精
子
形

成
・
精
子
性
状
を
は
じ
め
と
し
た
雄
性

生
殖
機
能
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
ヒ
ト
の
健
康
を
守
る
上
で
重
要

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

毎
年
春
先
に
九
州
で
多
く
観
察
さ
れ

る
越
境
大
気
汚
染
物
質
・
黄
砂
が
雄
性

生
殖
機
能
に
影
響
を
与
え
る
か
否
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
評
価
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
黄
砂
が
精
子
形
成
能
を
低

超
高
齢
社
会
は
、
生
命
寿
命
に
対
し

て
健
康
寿
命
が
短
い
た
め
に
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

高
齢
者
が
よ
り
長
く
健
康
を
維
持
で
き

れ
ば
積
極
的
に
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
健
康
を
損

ね
て
し
ま
う
の
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

超
高
齢
社
会
で
最
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
対
策
の
ひ
と
つ

が
、「
食
べ
る
」
機
能（
嚥
下
機
能
）
の
維

持
で
す
。

加
齢
の
影
響
を
受
け
や
す
い
嚥
下
機

能
に
は
、
誤
嚥
に
直
結
す
る
嚥
下
反
射

惹
起
遅
延
が
あ
り
ま
す
。
嚥
下
反
射
惹

起
遅
延
は
、
咽
喉
頭
粘
膜
の
感
覚
入
力

の
低
下
が
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
こ

で
、
高
齢
者
の
咽
頭
粘
膜
に
刺
激
を
与

え
嚥
下
反
射
の
惹
起
性
を
20
歳
代
と
比

較
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
齢
者
の

嚥
下
機
能
が
見
か
け
上
は
正
常
で
あ
る

も
の
の
若
年
者
よ
り
機
能
が
低
下
し
て

お
り
、
軽
微
な
体
調
の
崩
れ
に
影
響
さ

れ
や
す
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
嚥

下
機
能
を
若
年
者
に
近
い
状
態
に
改
善

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
辛
み
成
分

で
あ
る
カ
プ
サ
イ
シ
ン
に
注
目
し
ま
し

た
。
カ
プ
サ
イ
シ
ン
は
、
咽
頭
粘
膜
の

感
受
性
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
辛
み
の
程
度
は
キ
ム
チ

の
よ
う
に「
辛
い
！
」
と
感
じ
る
と
効
果

が
期
待
で
き
ず
、
辛
み
を
感
じ
な
い
ご

く
少
量
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

本
研
究
で
は
、
白
菜
の
浅
漬
け
を
用

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
1
日
3
回
20
日
間
、

各
食
直
前
に
摂
取
し
て
も
ら
い
摂
取
前

と
後
で
嚥
下
機
能
の
比
較
を
行
い
ま
し

く
す
る
こ
と
、
精
子
の
運
動
性
を
低
く

す
る
こ
と
な
ど
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
黄
砂
を
妊
娠
中
の
母
親
動

物
に
曝
露
し
て
、
出
生
し
た
仔
動
物
の

雄
性
生
殖
機
能
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

生
じ
る
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
出
生
し
た
仔
動
物

に
お
い
て
も
、
雄
性
生
殖
機
能
が
悪
化

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
影
響
は
黄
砂
に
付
着
し
て
い
る

微
生
物
由
来
成
分
の
一
つ
で
あ
る
リ
ポ

多
糖
が
一
部
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
わ

か
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
は
黄
砂
以

外
に
も
、
微
小
粒
子
状
物
質
の
Ｐ
Ｍ
２
・

５
で
も
認
め
ら
れ
、
大
気
汚
染
物
質
に

よ
る
生
殖
系
へ
の
影
響
に
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

明
ら
か
に
し
た
結
果
は
、
実
験
動
物

を
用
い
て
の
雄
性
生
殖
機
能
へ
の
影
響

で
す
が
、
各
種
粒
子
状
物
質
を
ヒ
ト
が

直
接
吸
入
す
る
と
、
成
人
男
性
の
生
殖

機
能
が
低
下
す
る
こ
と
や
、
妊
娠
し
て

い
る
母
親
が
各
種
粒
子
状
物
質
を
吸
入

す
る
と
、
胎
盤
を
通
介
し
て
出
生
児
の

男
性
生
殖
機
能
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
そ
の
他
の
粒
子
状
物
質
や

そ
れ
の
構
成
物
質
な
ど
に
よ
る
生
殖
機

能
へ
の
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
高
齢
者
は
摂

取
後
の
嚥
下
機
能
が
摂
取
前
よ
り
も
改

善
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
カ
プ

サ
イ
シ
ン
を
含
む
食
品
の
摂
取
を
控
え

る
と
摂
取
前
の
状
態
に
戻
り
ま
し
た
。

一
方
、
20
歳
代
は
摂
取
後
お
よ
び
カ

プ
サ
イ
シ
ン
を
含
む
食
品
の
摂
取
を
控

え
た
後
も
摂
取
前
よ
り
良
い
状
態
を
示

し
ま
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ト
ウ

ガ
ラ
シ
添
加
食
品
の
継
続
摂
取
は
嚥
下

機
能
の
改
善
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
若
い
う
ち
か
ら
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
機
能
低
下
が
防
げ
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
白
菜
の
浅
漬
け

に
含
ま
れ
る
カ
プ
サ
イ
シ
ン
濃
度
は
、

市
販
さ
れ
て
い
る
白
菜
の
浅
漬
け（
約

２
０
０
ｇ
）
の
中
に
2
〜
3
切
れ
輪
切
り

ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
本
研

究
と
ほ
ぼ
同
じ
濃
度
で
す
。
手
軽
に
入

手
で
き
、
お
い
し
く
摂
取
し
な
が
ら
予

防
に
つ
な
げ
ら
れ
る
最
適
の
食
品
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

多
く
の
方
が
、
嚥
下
機
能
低
下
予
防

に
興
味
を
持
ち
、
自
分
に
合
っ
た
方
法

を
選
択
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
色
々
な
方
法
の
嚥
下
機
能
へ
の
効

果
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

大
気
汚
染
物
質
は
男
性
不
妊
症
に
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

健
康
高
齢
者
に
対
す
る
嚥
下
反
射
機
能
低
下
予
防
方
法
に
関
す
る
研
究

基礎看護学研究室 講師

秦　さと子

生体反応学研究室 准教授

吉田　成一
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看護を通した○○○○○問 題

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
【締め切り】 ２月末 当日消印有効

看護ひとくち
メ
モ

　寒くなると風邪をひきやすくなります。バランスのとれた食
事を摂る事は大切ですが、免疫力を高める栄養素を上手
にとって、元気な体を作りましょう。

体の働きを助けて調子を整えてくれる栄養素「ビタミン」
　ビタミンは全部で13種類あり、他の栄養素が体内でしっ
かり働くよう手助けしています。特に、風邪予防に効果的
なビタミンAとビタミンCが不足しないように意識しましょう。

• ビタミンA：目の機能を正常に保つ、粘膜や皮膚を丈夫
にします。不足すると、粘膜が弱まり免疫機能が低下
し、結膜炎や風邪に罹りやすくなったり、皮膚がカサカサ
になったりします。
にんじん・かぼちゃ・ほうれん草・レバーなど

• ビタミンC：皮膚や血管・歯・骨などを強くする、免疫
機能を高めるだけでなく、鉄分の吸収を助けるなど幅広
い働きがあります。不足すると、病気への抵抗力が衰
え、風邪をひきやすくなります。
大根・赤ピーマン・いちご・みかん・レモンなど

チームを組んで強い体を作るビタミンとミネラルの働き
• ３大栄養素の働きを助ける：脂肪や炭水化物をエネル
ギーにし、たんぱく質を体に吸収しやすい状態にします。
• 力を合わせてしっかり働く：ビタミンDにカルシウムの吸収を
良くする働きがあるように、ビタミンとミネラルは、お互い助
け合いながら体の調子を整えます。
• 食べて補給する：ビタミンとミネラルは体内でほとんど作
れない栄養素のため、いろんな食材から取り入れる必要
があります。

Schedule［スケジュール］

注）スケジュールは、変更になる場合があります。表紙の写真／撮影：Photoサークル ３年次生 福元 弥佳

1月

2月

3 月

4 月

7日㈯
10日㈫～23日㈪
14日㈯・15日㈰

16日㈭
17日㈮
19日㈰
25日㈯

27日㈪
28日㈫

1日㈬
12日㈰
17日㈮

6日㈭
7日㈮
10日㈪・11日㈫
21日㈮

冬期休業終了
基礎看護学実習（１年次生）
大学入試センター試験

助産師国家試験
保健師国家試験
看護師国家試験
一般選抜試験（前期）、
特別選抜試験（私費）
大学院入学試験（NPコース
二次募集）
進級試験（２年次生）
後期授業終了

春期休業開始
一般選抜試験（後期）
卒業式

入学式
全学オリエンテーション
新入生オリエンテーション
全学スポーツ交流会

同窓会からのお知らせ
1. 平成30年度は大学20周年です！
　前回の総会で決定した通り、大学主催の開学
20周年式典に併せて、臨時総会を開催します。
詳細は、四つ葉会Webサイト、大学Facebook、
Gmailなどで随時お知らせいたします。また、日程
が近くなりましたら、郵送ハガキにて出欠確認を行
いますので、どうぞよろしくお願いいたします。
2. 四つ葉会からのGmailは受信できていますか？
　現在、四つ葉会からのお知らせや大学から求
人のお知らせを皆さんのGmailアカウント宛に配信し
ています。学部・院生時代に使用していたGmail
にログインできるかどうか確認をお願いいたします。
IDやパスワードの分からない卒業生は、四つ葉会
事務局（yotsuba@gmail.com）までご連絡くださ
い。平成23年以前の卒業生・修了生にもGmail
アカウントを用意しています。各研究室にGmail
に関する資料を準備していますので、大学に来
る予定のある方は訪問先の研究室で資料をご確
認ください。

Information［お知らせ］


